
5Flow Chart

11 11

9

1

2

3

4 5

10 6

8
7

相談員 （2）調整手続へ（P6）

ハラスメント該当性及び対応策等について審議

（１）調査手続の場合

相談

事案の報告（相談者の了解のもと）

★調整手続を希望の場合

人権委員会委員長

相談事案検討ワーキンググループ

相談者（訴え者）

学 長

人権委員会
調査委員会
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調査結果の報告

調査委員会の設置

部局等の長から報告があった
調査結果について審議

※苦情相談の内容が調査手続になじまない場合その他必
要があると認めた場合は、調整手続きに移行します。

セクシュアル・ハラスメント等を除くハラスメントの場合

●相談窓口に直接行くことができない場合は、電話やファックス、メールなどを使って相談することもできます。
（匿名も可。ただし、匿名の場合は対処が難しくなることがあります。）
●相談窓口に相談に行く際、第三者に同行してもらうこともできます。
●相談者のプライバシー及び相談内容の秘密は守られます。
●ハラスメントの相談をしたことを理由に、不利益な取扱いをされることはありません。
●相談窓口での相談の結果、セクシュアル・ハラスメント防止委員会委員長または人権委員会委員長にハラスメント
の申し立てを行う場合は、実名で申立てていただくこととなります。

相談者は、相談員に相談する。

相談員は、相談者の了解を得て、人権委員会委員長（以下、「委員長」
という）に報告する。

委員長は、相談員から報告を受けたときは、相談事案検討ワーキング
グループ（以下、「WG」という）に諮る。

委員長は、相談内容に関連する部局等の長に、事実関係の調査

を要請する。
※ただし、苦情相談が部局等の長の言動に関するものである場合そ
の他WGが必要と認める場合は、人権委員会に調査委員会を設置す

る。

部局等の長は、部局等に調査委員会を設置し、調査要請を受けたと

きから6か月以内にその結果を委員長へ報告する。ただし、やむを得
ない事由があるときは、相当期間その期間を延長する。

委員長は、部局等の長から報告された結果をWGに諮り、ハラスメント

該当性及び対応策について審議する。→⑩⑪へ

◆人権委員会調査委員会の場合

苦情相談が部局等の長に関するものである場合又は部局等における調査に

適しないとＷＧが認めた場合は、人権委員会に調査委員会を設置する。

人権委員会調査委員会は、同委員会が設置されたときから６月以内に、
調査結果を委員長に報告する。ただし、やむを得ない事由があるとき
は、この限りでない。

委員長は、人権委員会調査委員会から調査結果の報告を受けたときは、
人権委員会に諮り、ハラスメント該当性及び対策等について審議す
る。

委員長は、審議結果を学長及び部局等の長に報告する。

委員長は、審議結果を訴え者及び被訴え者に説明する。
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◆部局等調査委員会の場合

相談内容に関連する
部局等の長
部局等調査委員会






